
　

■
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念
総
務

　大
臣
表
彰
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
に
当
た
り
、

本
町
が
地
方
自
治
の
伸
展
お
よ
び
住
民
の

福
祉
の
増
進
に
努
め
た
団
体
と
認
め
ら
れ
、

11
月
20
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お

い
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
地
方
自
治
法
施
行

70
周
年
記
念
式
典
に
て
、
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
ご
臨
席
の
も
と
、
地
方
自
治
功
労
表

彰
を
拝
受
し
ま
し
た
。

　
こ
の
式
典
は
、
地
方
自
治
法
施
行
後
10

年
ご
と
に
行
わ
れ
、
地
方
自
治
に
関
す
る

功
労
者
に
総
務
大
臣
表
彰
が
行
わ
れ
る
も

の
で
、今
回
、本
町
は
、人
口
減
少
に
対
す

る
取
り
組
み
、ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
、地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組
み
、
移
住
・

定
住
の
推
進
な
ど
地
方
創
生
に
向
け
た
幅

広
い
活
動
が
認
め
ら
れ
、
高
知
県
か
ら
の

２
町
の
推
薦
に
入
っ
た
も
の
で
す
。

　
人
口
減
少
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
四
万
十
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
施
策
を
展
開
し

て
お
り
、移
住
・
定
住
対
策
で
は
、移
住
の

積
極
的
な
推
進
に
よ
り
、
昨
年
度
は
46
組

73
人
の
移
住
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
中
間
管
理
住
宅
な
ど
の
移
住
者

向
け
施
策
の
ほ
か
、
定
住
者
の
増
加
施
策

も
行
っ
て
お
り
、
平
成
28
年
度
に
は
、
若

者
定
住
住
宅
25
件
、
家
族
支
え
合
い
住
宅

８
件
の
助
成
も
行
い
ま
し
た
。

　
出
産
・
子
育
て
政
策
で
は
、
出
産
祝
い

金
の
増
額
や
保
育
料
の
減
免
を
拡
充
し
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、

学
校
教
育
で
は
、
全
校
へ
の
電
子
黒
板
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
の
ほ
か
、
空
調
設
備

の
整
備
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
や
学
校

図
書
館
支
援
員
の
人
員
配
置
な
ど
、
教
育

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
公

設
塾「
じ
ゆ
う
く
。」を
開
設
し
、
学
習
支

援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
平
成
26
年
は
1
8
0

人
の
減
、
平
成
27
年
は
60
人
の
減
で
あ
っ

た
社
会
動
態
が
、
昨
年
は
、
合
併
後
初
め

て
転
入
転
出
が
逆
転
し
、
15
人
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
出
生
に
つ
い
て
も
、
昨
年
の
81

人
か
ら
本
年
は
11
月
末
の
時
点
で
83
人

と
な
っ
て
お
り
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、昨
年
度
、

県
下
で
２
番
目
に
多
い
12
億
7
千
9
百

万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
各
種
事
業

に
充
当
し
、
地
域
の
活
性
化
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
県
下
で
最
も
多
い
23
人
の
隊

員
を
採
用
し
、
各
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
施
策
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

分
な
状
況
に
あ
り
、制
度
の
活
用
に
は
、地

域
を
引
っ
張
る
人
材
と
多
く
の
住
民
の
自

治
活
動
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
住
民
意
識
の
醸
成
が

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今

後
は
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
理
念
を
尊

重
し
つ
つ
、各
分
野
で
の
人
材
の
育
成
、自

治
組
織
の
強
化
、
集
落
担
当
職
員
の
積
極

的
な
活
用
な
ど
、
人
づ
く
り
と
住
民
の
自

治
意
識
の
醸
成
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と

述
べ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
本
町
で
は
、
平
成
22
年
に
制
定
し
た
四

万
十
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
よ
り
、

住
民
・
議
会
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や

責
務
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
針
を

定
め
、
住
民
主
体
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
れ
を

実
践
す
る
た
め
の
地
域
内
分
権
の
仕
組
み

と
し
て
、
地
域
自
治
区
の
設
置
を
目
指
す

こ
と
も
定
め
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
条
例
の
理
念
に
基
づ
き
町

政
を
行
う
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
地
域
自

治
区
制
度
は
、
こ
れ
か
ら
も
目
指
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、こ
の
制
度
は
、行
政
の
権
限
の

一
部
を
地
域
自
治
区
に
委
ね
る
こ
と
に
よ

り
、
自
治
区
内
の
地
域
づ
く
り
を
自
治
区

内
の
住
民
が
決
定
し
、
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
一
方
、
大
き
な
責
任
も
生
ま
れ

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、主
体
と
な
る
住
民
の「
自
分

た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
創
る
」
と

い
っ
た
、
行
政
に
頼
ら
な
い
自
治
意
識
が

不
可
欠
で
も
あ
り
、
多
く
の
住
民
の
参
加

意
識
が
な
け
れ
ば
、
制
度
が
形
骸
化
す
る

平
成
29
年
12
月

四
万
十
町
議
会

　
　 定 

例 

会
　

　
　 町
長
行
政
報
告（
要
旨
）

を
機
に
、
今
後
も
四
万
十
町
の
よ
り
良
い

未
来
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
本
庁
舎
免
振
装
置
ゴ
ム
交
換
工
事
に

　つ
い
て

　
本
庁
舎
の
免
震
装
置
ゴ
ム
に
つ
い
て
、

東
洋
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社
の
責
任
の
も
と
、

交
換
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
工
事
は
、６
月
１
日
に
着
工
し
、仮
設
工

事
後
、８
月
５
日
か
ら
東
庁
舎
の
１
基
、西

庁
舎
の
11
基
の
順
に
交
換
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
交
換
後
の
建
物
調
査
で
は
、
異
常
個
所

は
な
く
、
10
月
23
日
に
全
て
の
工
事
が
完

了
し
て
い
ま
す
。

　
来
庁
者
な
ら
び
に
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
地
域
自
治
区
に
つ
い
て

　
私
は
、
平
成
26
年
４
月
の
町
長
選
挙
へ

の
立
候
補
に
当
た
り
、
平
成
27
年
４
月
か

ら
の
地
域
自
治
区
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

現
段
階
で
の
設
置
を
凍
結
す
る
と
の
公
約

を
掲
げ
、選
挙
に
臨
み
ま
し
た
。

　
町
長
就
任
後
、
平
成
26
年
12
月
議
会
定

例
会
の
行
政
報
告
で
は
、
平
成
27
年
４
月

か
ら
の
設
置
は
時
期
尚
早
と
考
え
延
期
す

る
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
仕
組
み
と
し
て
、

地
域
自
治
区
制
度
は
適
し
た
制
度
で
す
が
、

現
時
点
で
は
制
度
に
対
す
る
理
解
が
不
十

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
本
町
で
は
、
平
成
23
年
に
四
万
十
町
地

域
自
治
区
検
討
委
員
会
を
設
置
し
会
議
を

重
ね
た
結
果
、
平
成
25
年
８
月
、「
四
万
十

町
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域
自
治
区
制
度
の
原

案
等
」に
つ
い
て
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
答
申
を
受
け
、町
で
は
、平
成
27
年

４
月
か
ら
の
地
域
自
治
区
設
置
に
向
け
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
住
民
説
明
会
、
各
地
域

審
議
会
に
対
す
る
条
例
案
の
諮
問
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、住
民
説
明
会
の
出
席
者
数
、区

長
な
ど
の
意
見
、住
民
の
理
解
度
、各
地
域

審
議
会
の
意
見
な
ど
か
ら
総
合
的
に
検
討

し
た
結
果
、
制
度
の
導
入
以
前
に
解
決
す

べ
き
課
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
と
判

断
し
、
地
域
自
治
区
の
設
置
を
延
期
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、人
口
減
少
が
進
み
、各
集
落
で
は
、

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
区
長
の
な
り
手
が
い
な

い
状
況
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　
各
分
野
で
の
人
づ
く
り
、
各
地
域
で
行

政
に
関
心
を
持
ち
、
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
む
住
民
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、
本

町
が
目
指
す
地
域
自
治
区
制
度
の
導
入
へ

と
繋
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
地
域
自

治
区
を
設
置
す
る
こ
と
で
解
決
す
る
課
題

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
区
長
会
の
充
実
や

住
民
と
の
懇
談
会
の
ほ
か
、
集
落
担
当
職

員
制
度
の
活
用
を
図
り
、
行
政
や
地
域
の

課
題
に
対
し
て
、
職
員
と
と
も
に
多
く
の

住
民
が
関
心
を
持
ち
、
協
働
し
て
い
た
だ

け
る
取
り
組
み
が
最
も
必
要
と
考
え
て
お

り
、
現
段
階
で
の
地
域
自
治
区
導
入
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

■
志
国
高
知
幕
末
維
新
博
連
携
事
業
に

　つ
い
て

　
平
成
29
年
か
ら
２
年
間
で
開
催
さ
れ
て

い
る
「
志
国
高
知
　
幕
末
維
新
博
」
で
は
、

本
町
で
も
連
携
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
町
出
身
の
幕
末
の
志
士
で
あ
り

明
治
の
功
労
者
で
あ
る「
谷
干
城
」を
中
心

と
し
た
歴
史
資
源
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
ん
で

お
り
、そ
の
関
連
で
、谷
干
城
の
資
料
を
多

数
保
管
し
て
い
る
熊
本
市
を
表
敬
訪
問
し
、

来
年
度
に
計
画
し
て
い
る「
歴
史
資
料
展
」

へ
の
協
力
依
頼
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、来
年
３
月
に
は
、谷
干
城
の
等
身

大
フ
ィ
ギ
ュ
ア
像
を
、
旧
都
築
邸
に
設
置

す
る
準
備
を
進
め
て
お
り
、
除
幕
式
な
ど

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
谷
干
城
を
紹
介
す
る
冊
子
な

ど
の
全
戸
配
布
、
住
民
や
観
光
客
を
対
象

と
し
た
講
演
会
の
開
催
、
生
誕
地
や
他
の

歴
史
資
源
を
紹
介
す
る
「
歴
史
を
見
る
街

歩
き
用
サ
イ
ン
（
看
板
）」
の
設
置
な
ど
、

「
歴
史
資
料
展
」に
向
け
た
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組

み
、
歴
史
と
文
化
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た

観
光
の
振
興
に
も
努
め
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
町
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　
こ
れ
か
ら
の
町
政
を
考
え
る
た
め
、
保

育
所
、
小
中
学
校
の
保
護
者
な
ら
び
に
小

中
学
校
の
教
職
員
を
対
象
に
、
10
月
か
ら

「
保
護
者
・
教
員
と
の
座
談
会
」を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
11
月
末
現
在
で
は
、七
里
、影
野
、仁
井

田
、米
奥
、窪
川
、川
口
、田
野
々
、北
ノ
川

の
各
小
学
校
区
で
開
催
し
て
お
り
、
１
月

に
は
、十
川
、興
津
、昭
和
、東
又
で
開
催
す

る
予
定
で
す
。

　
町
か
ら
は
、町
長
、教
育
長
、人
材
育
成

推
進
セ
ン
タ
ー
、企
画
課
、教
育
委
員
会
事

務
局
が
出
席
し
、子
育
て
施
策
、地
元
高
校

へ
の
支
援
策
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、保
育
や
教
育
環
境
、高

校
へ
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
医

療
、住
宅
、就
業
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、貴

重
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
大
変
有
意
義
な
会
議
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
ご
意
見
な
ど
は
、
今
後
の
施

策
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
保
護
者
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
、
な
ら
び
に
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
小
中
学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て

　
小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
つ
い
て
は
、

平
成
20
年
９
月
に
策
定
し
た
「
四
万
十
町

立
小
中
学
校
適
正
配
置
計
画
」
に
基
づ
き

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
は
、
志
和
小
学
校
を
東
又

小
学
校
に
、
家
地
川
小
学
校
を
川
口
小
学

校
に
、
若
井
川
小
学
校
・
口
神
ノ
川
小
学

校
・
丸
山
小
学
校
を
窪
川
小
学
校
に
、ま
た
、

大
奈
路
小
学
校
を
田
野
々
小
学
校
に
、
さ

ら
に
は
、
昭
和
中
学
校
を
十
川
中
学
校
に

統
合
し
て
き
た
結
果
、現
在
は
、小
学
校
12

校
、中
学
校
５
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
適
正
配
置
計
画
も
策
定

か
ら
９
年
以
上
が
経
過
し
て
い
ま
す
の
で
、

今
後
、
教
育
委
員
会
か
ら
計
画
の
見
直
し

の
提
言
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、
望
ま
し

い
教
育
環
境
な
ど
を
考
慮
し
た
学
校
適
正

配
置
計
画
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
な
お
、計
画
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

児
童
生
徒
の
保
護
者
、区
長
会
の
代
表
者
、

学
校
長
な
ど
で
組
織
す
る
四
万
十
町
学
校

適
正
配
置
審
議
会
を
設
置
し
、
調
査
な
ど

の
手
順
を
踏
ま
え
て
審
議
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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